


独立監査人の監査報告書
令和 8 年 5 月 28 日

社会福祉法人　村 山 苑
理事長　相 原 弘 子　殿
						    
						      　

						    
						      　　
＜計算関係書類監査＞
監査意見
　私たちは、社会福祉法第 45 条の 28 第 2 項第 1 号及び社会福祉法施行規則第 2 条の 30 第 1 項の規定に基づき、社会福祉法人村山
苑の令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日までの令和 7 年度の計算関係書類 ( 社会福祉法人会計基準第 7 条の 2 第 1 項第 1 号イ
に規定する法人単位貸借対照表、同項第 2 号イ (1) に規定する法人単位資金収支計算書、同号ロ (1) に規定する法人単位事業活動
計算書及び社会福祉法人会計基準第 29 条第 1 項に規定する法人全体についての計算書類に対する注記並びにそれらに対応する附属
明細書(社会福祉法人会計基準第30条第1項第1号から第3号まで及び第6号並びに第7号に規定する書類に限る。)の項目をいう。
以下同じ。)について監査を行った。
　私たちは、上記の計算関係書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠して、当該計算
関係書類に係る期間の財産、収支及び純資産の増減の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における私たちの責任は、

「計算関係書類の監査における監査人の責任」に記載されている。私たちは、我が国における職業倫理に関する規定に従って、法人
から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私たちは、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書、計算関係書類のうち監査意見の対象とされていない部分並びに、財産目録
のうち意見の対象とされていない部分である。理事者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監事の責
任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の遂行を監視することにある。
　私たちの計算関係書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、私たちはその他の記載内容に対して意
見を表明するものではない。
　計算関係書類監査における私たちの責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算関係書
類又は私たちが監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうかを検討すること、また、そのような重要な相違以外にそ
の他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　私たちは、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求め
られている。
　その他の記載内容に関して、私たちが報告すべき事項はない。

計算関係書類に対する理事者及び監事の責任
　理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠して計算関係書類を作成し適正に
表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算関係書類を作成し適正に表示するために理事者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算関係書類を作成するに当たり、理事者は、継続事業の前提に基づき計算関係書類を作成することが適切であるかどうかを評
価し、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に基づいて継続事業に関する事項を開示する必要があ
る場合には当該事項を開示する責任がある。
　監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視することにある。

計算関係書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算関係書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか
どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算関係書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算関係書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

財　　産　　目　　録

令和 8 年 3 月 31 日現在

Ⅰ　資　産　の　部						     6,047,751,769 円
　（1）流　動　資　産		  1,287,691,282 円
　（2）固　定　資　産		  4,760,060,487 円
　　ア　基本財産			   　1,749,843,672 円
　　イ　その他の固定資産		  　3,010,216,815 円

Ⅱ　負　債　の　部						       908,884,317 円
　（1）流　動　負　債		  　392,430,706 円
　（2）固　定　負　債		  　516,453,611 円

Ⅲ　差　引　純　資　産					     5,138,867,452 円
		
※　拠点毎の報告を含め、詳細をホームページにて公表しています。
　　また法人本部及び各施設の事務所にて閲覧可能です。

植田哲公認会計士事務所
　東京都小平市
　公認会計士

中村公認会計士事務所
　東京都立川市　
　公認会計士
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を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算関係書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに理事者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。

・　理事者が継続事業を前提として計算関係書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続事
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続事業の前
提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確
実性に関する計算書類の注記事項が適切でない場合は、計算関係書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。
監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、法人は継続事業として存続
できなくなる可能性がある。

・　計算関係書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠しているかど
うかとともに、関連する注記事項を含めた計算関係書類の表示、構成及び内容、並びに計算関係書類が基礎となる取引や会計事象
を適切に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監事に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上
の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

＜財産目録に対する意見＞
財産目録に対する監査意見
　私たちは、社会福祉法第 45 条の 19 第 2 項及び社会福祉法施行規則第 2 条の 22 の規定に基づき、社会福祉法人村山苑の令和 8 年
3 月 31 日現在の令和 7 年度の財産目録 ( 社会福祉法人会計基準第 7 条の 2 第 1 項第 1 号イに規定する法人単位貸借対照表に対応す
る項目に限る。以下同じ。)について監査を行った。
　私たちは、上記の財産目録が、全ての重要な点において、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準
に準拠しており、法人単位貸借対照表と整合して作成されているものと認める。

財産目録に対する理事者及び監事の責任
　理事者の責任は、財産目録を、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠するとともに、法人
単位貸借対照表と整合して作成することにある。
　監事の責任は、財産目録作成における理事の職務の執行を監視することにある。

財産目録に対する監査における監査人の責任
　監査人の責任は、財産目録が、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計の基準に準拠しており、法人単位
貸借対照表と整合して作成されているかについて意見を表明することにある。

利害関係
　法人と私たちの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

監 査 報 告 書
令和 8 年 5 月 28 日

社会福祉法人　村 山 苑
理事長　相 原 弘 子　殿
								        　

								        　

　私たち監事は、令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日までの令和 7 年度の理事の職務の執行について監査を行いました。その
方法及び結果について、次の通り報告いたします。

１　監査の方法及びその内容
　各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施し
ました。
(1)	 理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、

重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。
(2)	 事業報告に記載されている理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他社会福祉法人の業務

の適正を確保するために必要なものとして社会福祉法施行規則 ( 昭和 26 年厚生省令第 28 号 ) 第 2 条の 16 各号に掲げる体制
の整備に関する理事会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制 (内部管理体制 )について、理事及び職員等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

(3)	 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」( 社会福祉法施行規則第 2 条の 33 各号に掲げる事項 ) を「監査に関する品質管理基準」( 平成 17
年 10 月 28 日企業会計審議会 )等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該会計年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算関係書類 ( 計算書類及びその附属明細書 ) 並びに
財産目録について検討いたしました。

２　監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①	 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。
②	 理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③	 内部管理体制に関する理事会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部管理体制に関する事業報告の記載内容及び

理事の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(2) 計算関係書類及び財産目録の監査結果
　  会計監査人公認会計士　植田　哲氏、公認会計士　中村　徹氏の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

以　上

監事

監事
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良
い
施
設
づ
く
り
」
を
目
標

と
し
ま
し
た
。
村
山
苑
の
施
設
が
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
に
な
る
よ

う
、
種
別
ご
と
の
「
交
流
実
習
」
で
す
。

こ
の
実
習
は
、
私
た
ち
の
施
設
が
「
見

て
も
ら
い
た
い
ポ
イ
ン
ト
」
を
具
体
的

に
出
し
合
い
参
加
者
が
「
い
い
ね
」・「
お

し
い
ね
」
を
客
観
的
に
見
つ
け
あ
い
、

意
見
交
換
が
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

普
段
は
関
わ
り
の
少
な
い
他
種
別
の

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
委
員
会

－ 9 －



く

り

に

励

ん

で

お

り

ま

す
。

さ

ら

に
、

未

来

の

仲

間

と

の

素

晴

ら

し

い

出

会

い

を

創

出
す
べ
く
、

T
i
k
T
o
k

や

Y
o
u
T
u
b
e

を

活

用

し

た

動

画

制

作

に
も
注
力
し
、
現
場
の
い
き
い
き
と
し

た
職
員
の
姿
を
発
信
中
で
す
。

時
代
の
変
化
を
し
な
や
か
に
受
け
止

め
な
が
ら
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き

た
温
も
り
を
よ
り
多
く
の
方
々
へ
届
け

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
に
向
け
、
様
々
な
研
修
を
年
間
を
通

し
て
実
施
し
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
研
修
に
つ
い
て
は
研
修
委
員
会

で
、
各
施
設
の
担
当
者
が
中
心
と
な
り
、

年
間
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研
修
を
実
施
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
職
員
一
人
一
人
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
目
指
し
て

活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
働
き
や
す

い
職
場
と
は
、
業
務
が
円
滑
に
す
す
む

だ
け
で
な
く
お
互
い
を
尊
重
し
相
談
が

し
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。　先

日
、
実
施
し
た
新
任
職
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
で
も
自
身
の
施
設
の
「
良
い

と
こ
ろ
」「
も
っ
と
良
く
で
き
る
と
こ
ろ
」

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
多
職
種
混
合
の
グ

ル
ー
プ
内
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
「
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」

や
「
自
身
の
施
設
に
持
ち
帰
っ
て
話
し

合
っ
て
み
た
い
」
な
ど
様
々
な
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
の
業

務
を
行
い
な
が
ら
研
修
の
運
営
を
行
っ

て
い
く
と
こ
は
大
変
な
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
あ
ま
り
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ

た
職
種
や
立
場
の
方
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
私
自
身
も
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
研
修
委
員
会
で
は
、
一

人
一
人
の
学
び
や
気
付
き
を
大
切
に
し
、

実
践
に
繋
げ
る
こ
と
で
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
な
研
修
の

実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
未
来
へ
つ
な
ぐ
、

　
　
　
　
　
　

私
た
ち
の
挑
戦

広
報
委
員
長
　
高
橋
　
寛

私
た
ち
広
報
委
員
会
は
、
村
山
苑
の

理
念
や
現
場
の
温
か
な
魅
力
を
広
く
外

部
へ
発
信
し
、
地
域
社
会
と
の
確
か
な

絆
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
域
と
の
新
た
な
つ
な

が
り
を
深
め
る
た
め
、
法
人
公
認
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
公
募
か
ら
生
ま
れ
た
特
製

シ
ー
ル
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
「
コ
ド

モ
ナ
ツ
マ
ツ
リ
」
や
「
ふ
り
ば
」
な
ど

の
場
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
へ
お
届
け

し
、
世
代
を
超
え
て
親
し
ま
れ
る
法
人
づ

施
設
や
同
種
別
の
施
設
を
見
学
し
、
交

流
す
る
こ
と
で
多
く
の
職
員
が
多
様
な

視
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
自
ら
施
設

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

各
施
設
が
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
と

ケ
ア
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
４
年
目
を
迎
え
ま
す

が
、
取
り
組
み
を
始
め
て
１
年
ご
と
に
風

通
し
が
良
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
だ
と
感
じ
る
部
分
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
職

員
の
皆
様
の
積
極
的
な
交
流
参
加
が
、
施

設
全
体
の
「
風
通
し
の
良
い
場
所
」
に
つ

な
が
り
、
他
施
設
を
知
る
良
い
機
会
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

研
修
委
員
　
吉
田
　
綾
香

村
山
苑
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

見学させて頂き

  ありがとうございました
ふじみ保育園         

  職職員員のの皆皆ささまま 

いいね💛💛
ここに付箋を貼って

いいね！を伝えてください。

お得な…

おしいね💦💦           
おしいねは、ここに貼ってください。

サービスの質の向上委員会

研
修
委
員
会

いいね台紙

広
報
委
員
会
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福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
　
根
本
　
佑
貴

令
和
８
年
７
月
、
日
本
体
育
大
学
桜
華
高
等
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
が
「
課
題
解
決
型
学
習
（
総
合
的
な
探
求
の

時
間
）
」
の
一
環
で
当
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
自
ら
が
地
域
課
題
に
挑
む
本
取
組
に
お
い
て
、
昨
年

はT
i
k
T
o
k

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
施
設
見
学
や
事
業
説
明
を
通
じ
、
「
利
用
者
支

援
」
に
関
す
る
課
題
を
共
有
。
は
じ
め
は
緊
張
し
た
面
持

ち
の
生
徒
の
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
見
学
後
は
高
校
生
な
ら

ほ
ん
ち
ょ
う
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
鏑
木
　
法
子

ほ
ん
ち
ょ
う
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
間
も
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
申
し
出
ま
し
た
。

当
初
は
、
職
員
さ
ん
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
間
に
利
用

者
さ
ん
と
歌
を
唄
っ
て
楽
し
ん
で
ま
し
た
。

何
年
か
後
に
、
カ
ラ
オ
ケ
が
入
り
卓
球
・
創
作
等
の
ク

ラ
ブ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
曜
日
の
創
作
活
動
は
先

生
の
補
助
に
入
り
し
ば
ら
く
し
て
先
生
が
お
辞
め
に
な
り

後
を
引
継
ぐ
形
で
今
に
至
っ
て
ま
す
。
当
時
、
利
用
者
さ

ん
の
中
に
手
芸
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
方
が
お
り
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
現
在
も
創
作
は
盛
ん

で
す
。
作
品
が
出
来
上
る
度
に
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ば
れ
て

ま
す
。
そ
の
笑
顔
が
何
よ
り
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
Ｊ
Ｒ
Ｃ
（
青
少
年
赤
十
字
）
に
所
属
、
活
動

は
校
内
外
で
の
奉
仕
活
動
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点

は
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
社
協
の
本
町
福
祉
協
力
員
会
会
員
と
し
て
又
老

健
施
設
の
コ
ー
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。
社
会
参
加

の
ひ
と
つ
と
し
て
微
力
な
が
ら
地
域
活
動
を
、
無
理
な
く

楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
た
ら
良
い
と
思
っ
て
ま
す
。

「
ふ
ふ
ふ
広
場
」
準
備
中

地
域
貢
献
委
員
会
︵
居
場
所
づ
く
り
チ
ー
ム
︶

田
島
　
博
志

今
年
度
、
村
山
苑
と
地
域
の
皆
様
が
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
「
ふ
ふ
ふ
広
場
」
と
い
う
名
称

も
決
ま
り
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
気
軽
に
過

ご
せ
る
居
場
所
と
し
て

毎
月
第
１
水
曜
日
15
時

～
ハ
ト
ホ
ー
ム
家
族
面

会
室
に
て
、
令
和
８
年

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

場 所 村山苑 ハトホーム家族面会室

日 時 毎月第１水曜日
   15:00～ まで

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)  

参加費 無 料

対 象 小・中学生
(保護者の見学可)

ッ
むら やま えん か ぞく めん かい しつ

まい  つき だい いち すい よう び

ひがしむらやまし ふじみちょう ちょうめ むらやまえん

しょう ちゅうがくせい

さん  か ひ  む    りょう

たい しょう

ば しょ

にち じ

お問い合わせ

入口

南台小学校から歩いて10分
大和第三小学校から歩いて7分

富士見小学校から歩いて15分

ふふふ広場ってどんなところ？

楽しくお話しす

るところ

本を読んだり、宿題な

どの勉強をするところ

別の小学校のお友達もできる場所

インスタのDMからでもOK！

主 催 :

電 話 : 042-393-8496【村山苑】

ふふふ広場プロジェクトチーム

(平日9時30分〜17時までまたはふふふ広場終了まで)

地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放
します！運営は、村山苑各施設スタッフ、地域のボランティアで結成したプ
ロジェクトチームになります  ふらっと遊びに来てくださいね☆

ちいき おとな こ たち  みまも     ばしよ               ぬく                ちいき

め ざ むらやまえん ひとへや こ いばしょ ひろば かいほう

うんえい むらやまえんかくしせつ ちいき けっせい

あそび き

HTTPS://WWW.INSTAGRAM.COM/FUFUFUHIROBA?
IGSH=EXFIATCXZ2CZNWHK

村山苑ハトホーム入口風景

042-393-7574【ハトホーム】

たの はなし

ひろば

ほん よん しゅくだい

べんきょう

べつ しょうがっこう ともだち

ほ ご  し ゃ け ん が く  か

お問い合わせ

南台小学校から歩いて10分
大和第三小学校から歩いて7分

富士見小学校から歩いて15分

楽しくお話しす

るところ

本を読んだり、宿題な

どの勉強をするところ

別の小学校のお友達もできる場所

インスタのDMからでもOK！

主 催 :

電 話 : 042-393-8496【村山苑】

ふふふ広場プロジェクトチーム

(平日9時30分〜17時までまたはふふふ広場終了まで)

地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放
します！運営は、村山苑各施設スタッフ、地域のボランティアで結成したプ
ロジェクトチームになります  ふらっと遊びに来てくださいね☆ ふらっと遊びに来てくださいね☆ ふらっと遊びに来てくださいね☆

ちいき おとな こ たち  みまも     ばしよばしよ               ぬく                ちいき

め ざ むらやまえん ひとへや こ いばしょ
地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ

いばしょ
地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ

ひろば
地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ

ひろば
地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ

かいほう

うんえい
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

うんえい
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

むらやまえんかくしせつ
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

むらやまえんかくしせつ
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

ちいき
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

ちいき
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

けっせい
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

けっせい
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

あそび き
します！運営は、村山苑各施設スタッフ、地域のボランティアで結成したプ

き
します！運営は、村山苑各施設スタッフ、地域のボランティアで結成したプ

HTTPS://WWW.INSTAGRAM.COM/FUFUFUHIROBA?
IGSH=EXFIATCXZ2CZNWHK

村山苑ハトホーム入口風景

042-393-7574【ハトホーム】

ひろば

ほん よん しゅくだい

べんきょう

べつ しょうがっこう ともだち

地域の大人が子ども達を見守る場所があって、温もりのある地域となるこ
とを目指して、村山苑の一部屋を子どもの居場所『ふふふ広場』として開放

ばしよばしよ               

ふふふ広場ってどんなところ？

楽しくお話しす
たの はなし

ひろば

場 所 村山苑 ハトホーム家族面会室

日 時 毎月第１水曜日
   15:00～ まで

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)  (東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)  (東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)

参加費 無 料

対 象 小・中学生
(保護者の見学可)

ッ
むら やま えん か ぞく めん かい しつ

まい  つき だい いち すい よう び

ひがしむらやまし

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
ひがしむらやまし

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
ふじみちょう

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
ふじみちょう

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
ちょうめ

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
ちょうめ

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
むらやまえん

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
むらやまえん

(東村山市富士見町２丁目７－５ 村山苑)
しょう ちゅうがくせい

さん  か ひ  む    りょう

たい しょう

ば しょ

にち じ

ほ ご  し ゃ

(保護者の見学可)
ほ ご  し ゃ

(保護者の見学可)
け ん

(保護者の見学可)
け ん

(保護者の見学可)
が く

(保護者の見学可)
が く

(保護者の見学可)
 か

(保護者の見学可)
 か

(保護者の見学可)

入口入口

村山苑ハトホーム入口風景

お問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
場
体
験

で
は
の
柔
軟
で
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
が
多
く
出
さ
れ
、
本
事

業
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

生
徒
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
共
に
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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村
山
苑
が
経
営
し
て
い
る
施
設

〒
１
８
９
―
０
０
２
４　

東
京
都
東
村
山
市
富
士
見
町
２
―
７
―
５

　

●
法
人
本
部

☎
０
４
２
―
３
９
３
―
８
４
９
６

　

●
む
ら
や
ま
え
ん　

生
活
相
談
所

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
１
３
―
０
３
０
１

　

●
村
山
荘
（
救
護
施
設
）

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
９
１
―
１
２
６
２

　

●
ハ
ト
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
９
３
―
７
５
７
４

　

●
第
２
ハ
ト
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

☎
０
４
２
―
３
０
６
―
２
３
２
０

　

●
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
９
５
―
３
６
３
６

　

●
ふ
じ
み
保
育
園
（
保
育
所
）

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
９
４
―
９
９
３
６

〒
１
８
９
―
０
０
２
４　

東
京
都
東
村
山
市
富
士
見
町
２
―
８
―
２

　

●
さ
つ
き
荘
（
救
護
施
設
）　
　

☎
０
４
２
―
３
９
６
―
２
２
４
４

〒
１
８
９
―
０
０
２
４　

東
京
都
東
村
山
市
富
士
見
町
２
―
２
―
２

　

●
つ
ぼ
み
保
育
園
（
保
育
所
）

☎
０
４
２
―
３
９
３
―
６
４
０
０

〒
１
８
９
―
０
０
１
４

東
京
都
東
村
山
市
本
町
３
―
４
３
―
１

　

●
ほ
ん
ち
ょ
う
保
育
園
（
保
育
所
）

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
９
９
―
２
１
０
０

　

●
ほ
ん
ち
ょ
う
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
施
設
）

　
　
　

☎
０
４
２
―
３
９
９
―
２
１
０
２

〒
１
８
５
―
０
０
０
３

東
京
都
国
分
寺
市
戸
倉
２
―
２
７
―
６

　

●
ひ
よ
し
保
育
園
（
保
育
所
）

☎
０
４
２
―
８
４
３
―
０
２
０
２

令
和
八
年
九
月
吉
日　

発
行

東
京
都
東
村
山
市
富
士
見
町
二
―

七
―

五

社
会
福
祉
法
人
　
村
　
山
　
苑

発
行
者　

相
　
原
　
弘
　
子

印
刷
所　

東
京
都
同
胞
援
護
会
事
業
局

東
京
都
墨
田
区
両
国
四
―
一
―
八

―

表
紙
の
写
真

―

　
　「

初
夏
の
江
の
島

」
提
供
者
　
井
浦
　
博
夢

本
誌
は
本
人
同
意
の
も
と
に
写
真
・
作
品
等

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　

ご
意
見
・
ご
感
想
等
お
気
付
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
左
記
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

▲
あ
と
が
き
▼

　

こ
の
た
び
の
熊
本
県
で
の
地
震
や
千
葉
県

を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
の
記
録
的
な
豪
雨

に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧

と
平
穏
な
日
々
の
訪
れ
を
深
く
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
突
然
の
局
地
的
な
豪
雨
や

厳
し
い
残
暑
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
い
気
候
の

変
化
に
体
調
管
理
の
ご
苦
労
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
号
で
は
令
和
七

年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
の
ほ
か
、
高
校
生

の
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
が
光
る
探
求
学
習
の
受

け
入
れ
と
い
っ
た
職
場
体
験
、
十
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
子
ど
も
の
居
場
所
「
ふ
ふ
ふ
広

場
」
な
ど
、
地
域
や
若
い
力
と
共
に
進
め
る

新
た
な
歩
み
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
安
心
し
て
過

ご
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

職
員
一
同
心
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛

の
う
え
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
（
Ｙ
・
Ｓ
）

お
昼
ご
飯
お
届
け
事
業

　

今
年
度
も
東
村
山
市
内
社
会
福
祉
法

人
連
絡
会
の
お
昼
ご
は
ん
の
お
届
け
事

業
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
給
食
が
無
く
て
お
困
り
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
中
学
生
に
、
東
村

山
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
加
入

福
祉
施
設
で
作
っ
た
お
弁
当
を
配
達
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

村
山
苑
で
は
、
８
月
３
日
か
ら
８
月

28
日
ま
で
の
期
間
、
村
山
荘
、
さ
つ
き
荘
、

つ
ぼ
み
保
育
園
、
ふ
じ
み
保
育
園
で
お

弁
当
を
提
供
し
、
村
山
荘
、
さ
つ
き
荘
、

ハ
ト
ホ
ー
ム
、
法
人
本
部
で
配
達
を
い

た
し
ま
し
た
。

涼
み
ど
こ
ろ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

（
９
月
30
日
ま
で
）

　

暑
さ
を
避
け
て
「
ひ
と
休
み
」
し
て
い
た

だ
け
る
場
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で

も
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

期
間
：
令
和
８
年
７
月
１
日
～

　
　
　

令
和
８
年
９
月
30
日

ハ
ト
ホ
ー
ム
・
第
２
ハ
ト
ホ
ー
ム

（
９
：
30
～
16
：
30　

土
・
日
・
祝
日
除
く
）

村
山
荘

（
９
：
00
～
17
：
00　

土
・
日
・
祝
日
除
く
）

ほ
ん
ち
ょ
う
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
10
：
00
～
16
：
00

日
・
祝
日
除
く

９
／
27
ま
で
）

　

受
付
に
て
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。一休みスポット

ひとやす

開設
期間

東村山市

涼涼
みみ
どど
ここ
ろろ

すす
ずず

Higashimurayama City

7月1日～9月30日まで
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